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稲垣は，例えば，星野信也の，「（日本の社会福祉学は）イギリスの Social policy とア
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表 1-① 正義の倫理と配慮（ケア）の倫理の対照表（試論） 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-② 品川哲彦の現象学的他者論の系譜のまとめ（品川の論述(品川 2007：247-256）を
基に大石が整理したもの） 
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 → ケアリング意思・感情の表出（精神的自立），それを支える文化的環境（文化的自立） 
③身体的・健康的自立  
 → ケア実践の基盤となる身体的基盤（身体的自立），それを支える健康（健康的自立） 
④生活技術的・家政管理的自立 
 → 具体的なケア実践技術，作業的・道具的スキル 
⑤社会関係的自立・人間関係的自立 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑥（自律的）    
意思決定的自立・   





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































完的なかたちで支えているのではないだろうか』（広井 2009：24-25 傍点は原文のママ）． 
























表 2-① コミュニティの形成原理の二つのタイプ（広井 2009：16） 
 （A）農村型コミュニティ （B）都市型コミュニティ 
特質 “同心円を広げてつながる” “独立した個人としてつながる” 
内容 「共同体的な一体意識」 「個人をベースとした公共意識」 
性格 情緒的（＆非言語的） 規範的（＆言語的） 


























































































































































































































表 2－③ 「公―共―私」とローカル—ナショナルーグローバルをめぐる構造 



























注：第１ステップ：   …（近代的モデルにおける）本来の主要要素 
  第２ステップ：   …現実の主要要素＝国家（～ナショナリズム）←工業化 
  第３ステップ：世界市場への収集とその支配←金融化・情報化 
  今後：各レベルにおける「公―共―私」の総合化＆ローカルからの出発 

































































































































































































































































































































図 2-⑦ 政治思想の理論的位置関係（小林 2012：305） 
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正義』の公共哲学」を参照のこと．特に 66p～74P を参照． 
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 さて，この問題に対する解決策について，筒井が示した「integrated care の理論」から
読み取れることがある．筒井が上記のような問題意識に基づいて，社会保障制度改革の一
部としての「地域包括ケアシステムの構築」の中核の理論として位置づけたのが「integrated 
care」の理論である．ここでは紙幅の関係で筒井の integrated care の理論を詳述すること
は避けるが，「統合ケア」と訳されるこの理論の中に，ケアと経済的合理性との関係を考え
る知見が含まれている． 
 筒井は内外（主にアメリカ，イギリス，カナダ，オランダ）の integrated care に関する












































出典 Sara shaw,Rebecca Rosen&Benedict Rumbold. Research report overview of 
































































 先ほどの Hollander と prince の５つの必要条件におけるその他の項目をみると，③は，
医療的ケアだけでなく，社会心理学的ケア（言い換えれば福祉的ケア）の重要性であり，
④は文字通り，患者中心のケア（原文では client-centered care）を行うことを指すが，













 さて，筒井は，この Hollander と prince の５つの必要条件を紹介したのちに，それを踏




















































































































































































































































































































































































































































































































































































 わが国にいち早く EBP，EBS を紹介した秋山は，ソーシャルワーク界の中で，EBP の
ような，より客観的な調査手法に基づいたエビデンスに基づく実践が重要視される一方で，















に帰着するのではないだろうか．それこそが EIP に他ならない」と述べている（秋山 2011：
39）． 
 秋山は，EBP，NBP，EIP などの関係性を，図 3-②のようにまとめている． 







 図 3-② モダンとポストモダンの揺れ（秋山 2014：39） 
 
（※図中，RBP は Research Based Practice，IBP は Ideology Based Practice，PBR は 





































































































































Health is dynamic state of complete physical, mental, spiritual, and social well being 
and not merely the absence of disease or infirmity（下線は筆者） 
 （健康とは，完全な身体的，心理的，spiritual 及び社会福祉の dynamic な状態であり，
単に疾病又は病弱の存在しないことではない（訳は真鍋，古谷，三谷 2010：43 による）） 
 
 この新提案は WHO 理事会では採択されたが，WHO 総会において「現行の健康定義は適
切に機能しており審議の緊急性が他案件に比べて低いなどの理由で，審議入りしないまま
採択も見送り」となった（公益社団法人日本 WHO 協会）．ちなみに現行の WHO における
健康の定義は以下である 
 
Health is a state of complete physical, mental and social well-being and not merely 
the absence of disease or infirmity.  
(健康とは，病気でないとか，弱っていないということではなく，肉体的にも，精神的にも，



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     b 誰もが，どんな主張をもディスクルス（討議）に持ち込んでよい． 
     c 誰もが，自分の立場や希望や欲求を表明してよい 



























































































































































































































































































































































































































































タでは，日本人の 57％が「無宗教」と回答している．（Pew Research Center, THE GLOBAL 





























その元となった Vamvakas は EBP の定義としてこの定義を記述している．なお，秋山の浅
井の引用箇所については（秋山 2014:30）を参照のこと． 
９）以上の記述は山口の論文の記述を参照した（山口 2014:120-121）．なお，各論者の 
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「霊性（いのちとのつながり）
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価値合理的行為（関係重視）            目的合理的行為（個人化） 
正義の倫理 システム 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   （介護，家政，生活技術等 ※身体的・健康的自立，家政的・生活技術的自立） 
 ⅱ）科学的合理性に基づいてケアが提供できる主体 
   （エビデンスの基づいたケアの提供） 
 ⅲ）経済的合理性に基づいてケアが提供できる主体 
   （家計管理的技術等） 
 ⅳ）スピリチュアリティを含めた「実存的ケア」が提供できる主体 
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